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時間（目安） 内容 ルーム 手順 

10時40分～ 
10時55分 

演習 
ガイダンス 

全体ルーム 
演習の目的、獲得目標、 
グランドルール（演習でのルール）、 
進め方についての説明 

10時55分～ 
11時05分 

自己紹介 
（GFT含） 
１分／人 

ブレイク 
アウトルーム 

①グループファシリテータから順番に自己紹介を
行う（※自己紹介は事前課題１の基本情報を
活用） 

11時05分～ 
12時05分 

個人発表 
10分/人 
・発表：5分 
・質問：5分 

①発表者は事前課題シート演習1の発表を行う 
（5分） 
②発表者が参加者へ聞きたいこと質問し、可能
な限りグループ全員が発表者へ回答を行う 
（5分） 
※一人の発表者に対して発表時間5分、質問時
間5分設けているが、1人10分の枠で時間は調
整して良い 
③ ①～②のサイクルをグループ全員順番に行う 

12時05分～ 
12時10分 

全体まとめ 
5分 

全体ルーム ①進行講師よりまとめを行う （5分） 
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• サービス管理責任者または児童発達支援管理責任者として、事業
所全体の取り組みをもとに、自身の業務を振り返ることで、できてい
るところや課題に気づく 
 

• 特に、自事業所の「サービスの質の向上・評価（体制整備や人材育
成・利用者満足度や事業所評価等）」、自己決定支援や法令順守
等の「基本的事項」等を振り返りつつ、他の研修参加者の意見をも
とに更なる向上を目指すとともに、効果的な取り組み等を今後の課
題解決として参考にしていく 
 

演習のねらい 

10時40分～12時10分 



①前向きな意見を出す。 

②グループ内の全員が発言できるようお互い協力する。 

③他者の意見を尊重し、否定しないようする。 

 ※考え方（価値観）の違いに気付くことが大切 

④他者と意見が違っても、自分の意見を表明する。 

⑤自分の価値観を一方的に押し付けるのは控える 

⑥他者の良いところや事業所の良い取り組みに目を向け、 

  積極的に取り入れる。 

⑦講師やファシリテータが話し出したら、話を止める。 
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    ①自己紹介を行う（１分程度） 

     所属事業所名、事業内容、名前、役職等 

      ※事前課題１の「１.基本情報」を活用する 
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① 受講者１名が、【演習１】「サービス（支援）提供事業所に
関する自己検証」（事前課題シート）の発表を行う 

   （5分） 

② 個人発表終了後、発表者は他の受講者へ聞きたいことを 

   優先順位の高い内容からグループ内へ質問を行い、他の 

    参加者は質問者へ回答を行う。（5分） 

  ※発表者へ時間が許される限り質問や回答をもらう 

  ※発表者が他の受講者へ聞きたいことがない場合については、 

      グループファシリテータが質問をすることもあります 

③ 手順①～②を6名繰り返す             
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5分報告 



9 

5分 
発表者から
質問する 
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時間（目安） 内容 ルーム 手順 

13時00分～ 
13時05分 

演習ガイダンス 全体ルーム 
演習の目的、獲得目標、 
グランドルール（演習でのルール）、 
進め方についての説明 

13時05分～ 
14時45分 

個人発表 
15分/人 

・発表：7.5分 
・質問：7.5分 

ブレイク 
アウトルーム 

①発表者は事前課題シート演習2の発表を
行う 
（7.5分） 
②発表者が参加者へ聞きたいこと質問し、可
能な限りグループ全員が発表者へ回答を行
う（7.5分） 
※一人の発表者に対して発表時間7.5分、
質問時間7.5分設けているが、1人15分の
枠で時間は調整して良い 
③ ①～②のサイクルをグループ全員順番に
行う 

14時45分～ 
15時00分 

全体まとめ 全体ルーム ①進行講師よりまとめを行う （15分） 

12 



13 

 
• サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者として、自身の業
務を振り返ることで、できているところや課題に気づく 

 
• 自身の課題を解決するために、他の研修参加者の意見を参考にす
る 
 

演習のねらい 

13時00分～15時00分 



①前向きな意見を出す。 

②グループ内の全員が発言できるようお互い協力する。 

③他者の意見を尊重し、否定しないようする。 

 ※考え方（価値観）の違いに気付くことが大切 

④他者と意見が違っても、自分の意見を表明する。 

⑤自分の価値観を一方的に押し付けるのは控える 

⑥他者の良いところや事業所の良い取り組みに目を向け、 

  積極的に取り入れる。 

⑦講師やファシリテータが話し出したら、話を止める。 
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①受講者1名が【演習２】「サービス（児童発達支援） 管理責 

  任者に関する自己検証」（事前課題シート）の発表を行う 

  ※サービス管理責任者、または児童発達支援管理責任者とし
て工夫していること・重要視している視点を報告 （7.5分） 

② 個人発表終了後、発表者は他の受講者へ聞きたいことを優 

    先順位の高い内容からグループ内へ質問を行い、他の参加 

    者は質問者へ回答を行う。（7.5分） 

  ※発表者へ時間が許される限り質問や回答をもらう 

  ※発表者が他の受講者へ聞きたいことがない場合については、 

      グループファシリテータが質問をすることもあります 

③ 手順①～②を6名繰り返す             
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7.5分 
報告 
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7.5分 
報告 
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7.5分 
報告 



19 

7.5分 
質問 
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7.5分 
質問 
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7.5分 
質問 
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7.5分 
質問 
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時間（目安） 内容 ルーム 手順 

15時10分～ 
15時15分 

演習 
ガイダンス 

全体ルーム 
演習の目的、獲得目標、 
グランドルール（演習でのルール）、 
進め方についての説明 

15時15分～ 
16時15分 

個人発表 
10分/人 
・発表：5分 
・質問：5分 

ブレイク 
アウトルーム 

①発表者は事前課題シート演習3の発表を行う 
（5分） 
②発表者が参加者へ聞きたいこと質問し、可能
な限りグループ全員が発表者へ回答を行う 
（5分） 
※一人の発表者に対して発表時間5分、質問時
間5分設けているが、1人10分の枠で時間は調
整して良い 
③ ①～②のサイクルをグループ全員順番に行う 

16時15分～ 
16時40分 

全体まとめ 全体ルーム 
①2つの自立支援協議会の取組について動画紹介
（10分） 
②進行講師よりまとめを行う （5分） 
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• 関係機関との連携、相談支援専門員との連携、担当者会議の開
催、（自立支援）協議会への参加について、自己の業務を振り返
ります。 

• 特に相談支援専門員との連携は欠かせませんので、どのような連携
が望ましいか検討します。 

• また、事業所外で生じる問題を地域課題として捉え、解決に向けて
関係機関との連携や（自立支援）協議会の活用について理解を
深めます。 

演習のねらい 

15時10分～16時40分 



①前向きな意見を出す。 

②グループ内の全員が発言できるようお互い協力する。 

③他者の意見を尊重し、否定しないようする。 

 ※考え方（価値観）の違いに気付くことが大切 

④他者と意見が違っても、自分の意見を表明する。 

⑤自分の価値観を一方的に押し付けるのは控える 

⑥他者の良いところや事業所の良い取り組みに目を向け、 

  積極的に取り入れる。 

⑦講師やファシリテータが話し出したら、話を止める。 
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① 受講者１名が、【演習3】「関係機関との連携に関する自己
検証」（事前課題シート）の発表を行う 

   （5分） 

② 個人発表終了後、発表者は他の受講者へ聞きたいことを 

   優先順位の高い内容からグループ内へ質問を行い、他の 

    参加者は質問者へ回答を行う。（5分） 

  ※発表者へ時間が許される限り質問や回答をもらう 

  ※発表者が他の受講者へ聞きたいことがない場合については、 

      グループファシリテータが質問をすることもあります 

③ 手順①～②を6名繰り返す             
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5分報告 

29 



5分質問 
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